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地球環境に配慮したインキを
使用しています。

健康ひろば

実施日 名称 所在地 電話番号
５/４㈰ 村上整骨院 青山一丁目２-16 645-2313
５/11㈰ もとみや整骨院 本宮四丁目10-25 601-6778
５/18㈰ コスモ整骨院 緑が丘四丁目１-50アスティ緑が丘205号 681-3328
５/25㈰ 接骨院りゅう 本宮一丁目15-15 636-0066

接骨院の休日当番
  受付時間：10時～16時

※当番院が変更になることがあるので、事前
に電話で確認してから利用してください

高齢者向け健康づくり
都南老人福祉センター　☎638-1122
おおむね60歳以上の人を対象に、
表１の健康教室を開催します。タオ
ルと飲み物持参。※医師からの運
動制限がある人は参加できません

 都南老人福祉センター（下飯岡８）
 電話：４月18日㈮11時から

定期健康相談
健康増進課　☎603-8306

体組成・血圧測定と生活習慣病予防
や健康づくりなどの相談ができます。
健診結果の相談の場合は、健診結
果が分かるものを持参してください。

詳しくは、市ホームページをご覧にな
るか、同課へお問い合わせください。

  表２のとおり　  1006481

健康生き生きマージャン教室
西部公民館　☎643-2288

「健康づくり・仲間づくり・生きが
いづくり」を目的に、健康マージャ
ンを楽しみます。

 ５月14日㈬13時半～15時半
 同館（南青山町）　  16人
 窓口・電話：５月１日㈭10時から
 1042077

麻しん及び風しんの定期予防
接種の条件付き接種期間延長

指導予防課　☎603-8307
麻しん風しん混合ワクチンの接種
期間を条件付きで延長します。接
種を希望する場合は、同課への事
前の申請が必要です。対象など詳
しくは、同課へ問い合わせるか、市
ホームページをご覧ください。

 1051329

マークの見方と詳しい申し込み方法は、
表紙をご覧ください。

表３　人間ドック費用助成対象の指定検査機関
検査機関名（所在地） 電話 １日コース １泊２日コース

市立病院（本宮五） 635-0101 ○ ○
盛岡友愛病院（永井12） 638-2222 ○ ×
盛岡赤十字病院（三本柳６） 637-3111 ○ 国保○　後期×
川久保病院（津志田26） 635-1305 ○ ×
遠山病院（下ノ橋町） 651-2118 ○ ×
松園第二病院（西松園三） 662-0100 ○ ×
県厚生連人間ドックセンター（永井14） 637-1910 ○ ×
いわて健康管理センター（西仙北一） 635-8850 ○ ×
盛岡つなぎ温泉病院（繫字尾入野） 689-2101 ○ ○
県予防医学協会（北飯岡四） 638-7185 ○ ×
八角病院（好摩字夏間木） 682-0201 ○ ×

表２　定期健康相談の日程など
会場（所在地） おおむねの開催日 時間

キャラホール（永井24） ５・６・12～来年３月の第２火
曜と７・10・11月の第１火曜

10時～
11時10分

青山地区活動センター（青山三） 偶数月第３月曜

10時～11時半

松園地区活動センター（西松園二） 偶数月第１木曜
高松地区保健センター（上田字毛無森）偶数月第４火曜
上田老人福祉センター（上田四） ５・11月の第２水曜と８・

来年２月の第３水曜
山岸地区活動センター（山岸四） 奇数月第１水曜

（５月は第２水曜）
本宮地区活動センター（本宮四） ５・11・来年２月の第４金

曜と８月の第５金曜

表１　健康教室の日程など
期日 時間 教室名 定員 費用
５/１
㈭

10時半
～

11時半

リフレッシ
ュ体操

各
20人

各
500円
※

５/８
㈭

かんたんコ
ロコロつど
りん教室

５/15
㈭

やさしいエ
アロビクス

５/23
㈮

ピラティス
体操教室

※初めての人は無料

人間ドック費用を助成
健康保険課

国保☎626-7527　後期高齢☎613-8439

国民健康保険または後期高齢者医
療制度に加入する人が、表３の指定
検査機関で人間ドックを受ける場合、
費用の一部を助成します。同年度内
に国保特定健診や後期高齢者健診、
がん検診を受診した人は対象外で
す。検査項目や料金など詳しくは、各
検査機関へお問い合わせください。

 助成額：２万円※乳がん・子宮がん
検診も受診する場合は２万4000円

 指定検査機関へ受診予約後、本
人確認書類を持参し同課か各支所
窓口で直接申し込み。同課への電
話申し込みのほか、国保の場合はマ

イナポータルでも申し込みできます
 国保：1003571

　 後期高齢：1003622

医療用ウィッグ購入費の補助
健康増進課　☎603-8305

がんの治療に伴う医療用ウィッグ
の購入費の一部を補助します。申
し込み方法など詳しくは、同課へ
お問い合わせください。

 がんの治療に伴い医療用ウィッグ
（全頭用）が必要な人※令和７年４月
１日以降の購入が対象。部分用ウィ
ッグ・毛付き帽子・付属品は対象外

 補助金額：購入費用の２分の１
（上限２万円）

 1034100

　生出地域で住民に長く愛され、昭和
24年の開校から数えて1716人の卒業生
を送り出してきた市立生出小学校（下田
字仲平）。多くの人に惜しまれながら、
３月31日に閉校しました。

76年の歴史に幕
　生出小学校は、昭和２４年に
渋民村立生出小学校として誕生。
清らかな泉「生出湧水」や雄大な
岩手山をはじめとする豊かな自
然と、地域のたゆまぬ愛情が子
どもたちを守り育てました。生出
小学校の特色でもある地域学習
は、岩手大教育学部の田代高

た か

章
あ き

教授と学生が24年にわたって支
援。子どもたちがふるさとに誇り
をもち、これから歩む道を支える
礎となりました。令和６年５月には、
５年ぶりの生出地区自治会・小
学校合同大運動会を開催。校庭
いっぱいに広がるさんさ太鼓と
踊りが、校史の最後を飾りました。

地域と学校に感謝を込めて
　３月15日㈯に開かれた閉校
式には、卒業生や地域の住民約
170人が出席し、当時の思い出
を振り返り、慣れ親しんだ学びや
に思いをはせました。天沼正

ま さ

明
あ き

校長は児童へ「生出小で学んで
くれて、ありがとう」と言葉を贈
りました。式の終盤では、出席

者が見守る中、児童が登壇。一
人一人が学校生活の思い出や感
謝の言葉を堂々と発表し、生出
小に別れを告げました。最後の
卒業生７人は中学校に進学、在
校生10人は４月から統合先の
渋民小で新しい学校生活を送っ
ています。

児童へ言葉を贈る天沼正明校長児童へ言葉を贈る天沼正明校長 思い出や感謝の言葉を述べる児童思い出や感謝の言葉を述べる児童 内舘市長へ校旗の降納内舘市長へ校旗の降納

たくさんの思い出をありがとう
生 出 小 学 校


